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パフォーマンスの最適化
インテル® VTune™プロファイラー

ボトルネックを見つけるため適切なデータを取得

▪ CPU、GPU、FPGA、スレッド、メモリー、キャッシュ、
ストレージ、オフロード、電力などをプロファイル

▪ DPC++、C、C++、Fortran、Python*、Go*、Java*、混在

▪ Linux*、Windows*、FreeBSD*、Android*、Yocto 
Project* など

データを素早く解析

▪ ソース、アーキテクチャー・ダイアグラム、ヒストグラム、
タイムラインなどでデータを確認

▪ データをフィルタリングして整理し、必要な情報を見つける

ニーズに合わせて選択

▪ ユーザー・インターフェイスとコマンドライン

▪ ローカルおよびリモート・プロファイル

▪ アプリケーションとしてインストール

▪ ウェブブラウザーでアクセス可能なサーバーとして
インストール
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インテル® VTune™ プロファイラー・サーバーの
アーキテクチャー
ブラウザーを起動するだけで使用可能

容易なプロファイル
▪ ウェブブラウザーでアクセス – ユーザーによるインストールが不要

▪ 結果を共有 – サーバーにアクセスしてすべてのユーザーがすべての結果を利用可能

▪ 任意のターゲットをプロファイル – コレクター・エージェントを事前にインストールするか、
SSH 経由でサーバーにプッシュ

ユーザー インテル® VTune™
プロファイラー・

サーバー

ターゲットシステム

ブラウザー

ブラウザー
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用語集

▪サーバー:インテル® VTune™プロ
ファイラーの基本サービスを実行し
ているマシン

▪ ターゲット:インテル® VTune™プロ
ファイラー・コレクターを実行してい
るプロファイル対象のマシン

▪ クライアント:ユーザーがログイン
するマシン

インテル® VTune™
プロファイラー・サーバー

インテル® VTune™
プロファイラー・

エージェント

ターゲット

サーバー

クライアント
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ウェブサーバーを利用する利点

▪ 簡単に利用可能

▪ チーム・コラボレーション

▪ 最小限のフットプリント

▪ 頻繁なターゲット変更に対応
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簡単に利用可能

▪ 一度のインストールで多くのユーザーが
利用可能

▪ ウェブブラウザーでインテル® VTune™
プロファイラーにアクセス可能

▪ 簡単にアップグレード可能

▪ インテル® VTune™プロファイラーを
サーバーとしてインストールするには
スキルと労力が必要だが償却コストは
下がる

インテル® VTune™プロファイラー・サーバー

xlsoft.com/jp/products/intel/vtune/

https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/vtune/index.html
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チーム・コラボレーション

▪ 結果を共有

▪ どこからでもアクセス可能

▪ チームで協力してパフォーマンスを
トラブルシューティング
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最小限のフットプリント

▪ クライアントへのインストール不要

▪ ターゲットへの最小限のインストール

▪ Windows* と Linux* のリモート・
プロファイル
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頻繁なターゲット変更に対応

▪ 準備、プロファイル、破棄

▪ 簡単にターゲットを設定

▪ 結果を保存

▪ 効率的な自動化

Target VTune ServerUser

Provision

Profile

Discard

Analyze

Analyze
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インストール手順

1. インテル® VTune™プロファイラーのダウンロード

▪ インテル® oneAPI ベース・ツールキットの一部として、インテルのウェブサイトまたは
インテル® ソフトウェア開発製品レジストレーション・センターから利用可能

2. インテル® VTune™プロファイラーをウェブサーバーにインストール

3. トランスポート・セキュリティーの設定

▪ インテル® VTune™プロファイラー・サーバーのウェブサイトには、トランスポート層
セキュリティー (TLS) 証明書が必要な暗号化された HTTPS 接続でアクセス可能

▪ 会社の IT 部門が提供する適切な署名入り TLS 証明書を推奨

▪ インテル® VTune™ プロファイラー・サーバーの起動時に自動生成される自己署名証明書を使用することも
できるが、この証明書は信頼性が低い

4. インテル® VTune™プロファイラー・サーバーの起動
https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-help/top/installation/install-web-server.html (英語) 

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-help/top/installation/install-web-server.html
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インテル® VTune™ プロファイラー・サーバーの起動

<vtune-install-dir>/bin64/ から vtune-backend コマンドを実行する。
以下はいくつかの役立つオプション (証明書のオプションに関する詳細は、インテル® 
VTune™プロファイラーのオンライン・ドキュメントを参照)

▪ インテル® VTune™プロファイラー・サーバーがデフォルトで使用するパスフレーズ認証のパス
フレーズをリセットするオプション:

▪ --reset-passphrase

▪ リモート・ブラウザー・アクセスを許可するオプション (デフォルトでは無効):

▪ --allow-remote-ui

▪ ウェブポートを指定するオプション (デフォルトでは利用可能なポートを選択):

▪ --web-port=8080

▪ 結果を保存するディレクトリーを指定するオプション (デフォルトは <vtune-install-dir>、ただし
書き込み可能でない場合がある):

▪ --data-directory=/home/user/results

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-help/top/launch/web-server-ui.html (英語) 

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-help/top/launch/web-server-ui.html
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ブラウザーの起動

インテル® VTune™プロファイラー・クライアントの URL はサーバーを起動後に適用
され、パスフレーズ認証を使用する場合、初めて URL にアクセスする際にワンタイム
トークンが提供される

署名入り TLS 証明書が提供されない場合、ブラウザーは URL が安全でない可能性
があることを警告し、VPN によっては完全にブロックされることがある

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-help/top/launch/web-server-ui.html (英語) 

https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/documentation/vtune-help/top/launch/web-server-ui.html
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リモート・コレクション

インテル® VTune™プロファイラー・
エージェントのデプロイ

▪ インテル® VTune™プロファイラーの GUI は、ターゲッ
トが SSH をサポートしている場合、自動的にインテル® 
VTune™プロファイラーのコレクション・エージェントを
デプロイ可能

▪ Windows* ターゲットでは、SSH サーバーのインストール
が必要になる場合がある

▪ エージェントをダウンロードしてターゲットに手動で
インストールすることも可能

▪ ターゲットマシンの認証情報の入力

▪ 公開鍵認証とパスワード認証の両方に対応
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▪ インテル® VTune™プロファイラー – パフォーマンス・

プロファイラー

▪ 製品ページ – 概要、機能、FAQ など

▪ トレーニング資料 – クックブック、ユーザーガイド、プロセッサー・

チューニング・ガイド

▪ サポートフォーラム (英語)

▪ オンライン・サービス・センター (英語) - セキュアな優先サポート

▪ 新機能

▪ その他の解析ツール

▪ インテル® Advisor – 効率良いベクトル化、スレッド化、メモリー

使用、アクセラレーターのオフロードの設計と最適化―ルーフ

ライン解析とフローグラフ解析

▪ インテル® Inspector – メモリーとスレッドのチェッカー/デバッガー

▪ インテル® Trace Analyzer & Collector - MPI アナライザーおよび

プロファイラー

▪ その他の開発製品

▪ インテル® oneAPI ツールキット

▪ インテル® ソフトウェア開発製品

関連情報

https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/vtune/
https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/tech/documents.html?tab=1
https://www.isus.jp/wp-content/uploads/vtune/2020/help/index.htm
http://www.isus.jp/products/vtune/processor-specific-performance-analysis-papers/
https://community.intel.com/t5/Analyzers/bd-p/analyzers
https://software.intel.com/content/www/us/en/develop/support/priority-support.html
https://www.isus.jp/wp-content/uploads/vtune/2020/help/index.htm
https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/advisor/index.html
https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/inspector/index.html
https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/cluster/tatc/index.html
https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/oneapi/index.html
https://www.xlsoft.com/jp/products/intel/products.html#developer
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法務上の注意書きと最適化に関する注意事項

性能は、使用状況、構成、その他の要因によって異なります。詳細については、http://www.intel.com/PerformanceIndex (英語) を参照
してください。

性能の測定結果はシステム構成の日付時点のテストに基づいています。また、現在公開中のすべてのセキュリティー・アップデートが
適用されているとは限りません。詳細は、システム構成を参照してください。

実際の費用と結果は異なる場合があります。

インテルのテクノロジーを使用するには、対応したハードウェア、ソフトウェア、またはサービスの有効化が必要となる場合があります。

© Intel Corporation. Intel、インテル、Intel ロゴ、その他のインテルの名称やロゴは、Intel Corporation またはその子会社の商標です。
* その他の社名、製品名などは、一般に各社の表示、商標または登録商標です。

http://www.intel.com/PerformanceIndex
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